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生徒会役員選挙の結果 の文字があるとおり、先進的な教育内容に取り組んでいく学校です。パ

イロット校としての役割を担っているところは、附属中学校と同様です。

現在は、「バイリンガル教育」に力を入れていらっしゃいます。

そもそも、本校が台湾の中学校との交流を希望したのは、以下の理由

からです。
○台湾の中学校との交流により、
令和9年4月からの国際クラス設
置の効果を高める

○交流により、本校英語・国際理
解教育の更なる充実を目指す

○台湾での英語教育は、日本同様、
第２言語習得だが、日本より意
識が高く進んでいる

○距離的に近く、時差も1時間で

リアルタイムでの交流ができる

○TSMC設立で台湾子女の来熊増加、国際クラスへの入学が想定される

本校1年生は、保護者の皆さまと協議し、来年度の修学旅行先を台湾と

決定しました。

英語科では、ア

プリを使った西

湖実験中との交

流を、1年生か

ら始めています。

今後、様々な

交流を充実させ

ていきます！

中心の女性が高 (こう)校長先生

台湾の中学校との交流を始めました

9月25日に、生徒会役員選挙を行いました。2年生9人、1年生9人の、

やる気溢れる、これからの附中を支えようという気概を持つメンバーた

ちです。誰が当選しても大丈夫という状況でしたが、選挙によって当選

者が決定しましたので、ご報告します。（五十音順）

【2年生】 浦上直之さん 甲斐祐次朗さん 吉田琥之助さん

【1年生】 池田侑世さん 古閑智也さん

今後、この5人の話合いにより、会長・副会長・書記が決定しますこれ

からの附属中学校の中心となって活性化してくれる人材たちです。また、

今回落選したメンバーも、熱い思いを持った人たちばかりです。様々な

場面で中心となり、活躍してくれることを確信しています。

これからの作業としては、新役員と職員とにより、各課長の指名を行

い、10月22日に新生徒会執行部就任式で校長から任命する流れとなりま

す。

新生徒会執行部の活躍を心から期待しています！

7月31日に、校長と英語科財部教諭とで、台湾の台北市西湖（ｼｰﾌｰ）

実験国民中学を訪問してきました。熊本大学教育学部の藤田学部長とお

二人の教授にも同行いただきました。

西湖実験中を訪問したのは、今後連携しながら相互交流を活性化して

いくことを確認するためです。連携先の西湖実験中は、校名に「実験」
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